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教育広報

第58号 平成15年3月13日発行

千代田区教育委員会

“コンピュータ界の巨人'’ ビル・ゲイツ氏が昌平小学校授業参観

（関連6ページ）

ビル・ゲイツさんが

授業参観にいらっしゃると間いて

少し緊張しました。

お会いしたビル•ゲイツさんは

とてもやさしい瞳をしていました。

講演会の感規を電子メールで送って

みたいな～。
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子どもたちが一堂に会し、給食を楽しむ「ランチルーム」 (4階）

施設概要

階 数 施設区分 主な施設

4 階
ランチルーム 調理実習室 音楽室

給食調理室体育館観翌席

3 階
普通教室 6室 オープンスペース 理科室

体育館図エ室 家庭科室
小学校

普通教室6室 オープンスペース コンピューター室

2 階 図書室 国際教室 職員室保健室

校長室事務室 印刷室

1 階 校庭昇降口放送室主事室

1 階 幼稚園 保育室6室 遊 戯 室 絵 本 の 部屋 職員室

地下 1階 小学校 温水プール メモリアルコーナー

表 1 施設別使用料

開放感のある普通教室 (2階、 3階）

急
麹

町

小

学

校

床が可動式で、適度な深さに調節できる「温水プール」（地下 1階）

［舅町小学校・幼稚圃 薪校•Ill舎完成

使用料

階 数 施設区分 広 さ 定貝 午前 午後 夜間

9時～正午 1時～6時 6時～10時

ランチルーム 500 rri 360名 3.400円 4,800円 6,900円

4 階 調理実習室 100 rri 40名 600円 900円 1.100円

音楽室 130 rri 40名 600円 900円 uoo円

体育 館 470 rri 400名 3.400円 4,800円 6,900円

3 階 図工室 100 rri 40名 600円 900円 1.100円

家庭科 室 60rri 40名 600円 900円 1.100円

1 階 ＊校 庭 1.300面 900円 l.300円 3.000円

地下 1階 *i且水プール 25mx9m 2時間フリータイム制

備 考 ＊午後 9時まで
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表 2 プール使用料 (2時間）

大人 小 ・中学生

区民 400円 200円

一 般 600円 300円

超過料金
300円 150円

（区民 ・一般）

＊就学前の幼児、 60歳以上の区民、

陪害のある区民の方は無料です。

麹

町

小

学

校

は

、

オ

ー

プ

ン

教

室

を

採

用

し

、

ま

た

、

談

話

コ

ー

ナ

ー

や

ホ

ー

ル

な

ど

開

放

的

な

空

間

も

多

く

、

学

年

を

越

え

た

様

々

な

交

流

が

で

き

る

よ

う

配

慮

さ

れ

て

い

ま

す

。

麹

町

幼

稚

園

は

、

花

壇

や

園

庭

に

面

し

た

南

向

き

の

保

育

室

の

ほ

か

、

高

さ

の

調

節

で

き

る

昇

降

式

ス

テ

ー

ジ

の

つ

い

た

遊

戯

室

、

開

放

的

な

「

え

ほ

ん

の

へ

や

」

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

校

舎

は

、

耐

火

構

造

に

加

え

、

地

震

の

横

揺

れ

を

吸

収

す

る

免

震

装

置

を

備

え

、

災

害

に

強

い

構

造

と

な

っ

て

い

ま

す

。

1
地

域

に

開

か

れ

た

学

校

施

設

学

校

が

利

用

し

な

い

と

き

は

、

教

室

や

体

育

館

な

ど

を

、

生

涯

学

習

や

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

の

場

と

し

て

一

般

の

方

々

も

利

用

で

き

ま

す

。

※

詳

し

く

は

次

頁

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

2
み

な

さ

ん

に

利

用

し

や

す

い

施

設

階

段

、

ト

イ

レ

な

ど

を

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

し

、

快

適

に

利

用

で

き

る

施

設

と

な

る

よ

う

配

慮

し

ま

し

た

。

3
自

然

を

生

か

し

た

施

設

校

舎

の

1
階

か

ら

4
階

を

通

し

た

吹

抜

け

を

設

置

し

、

自

然

光

を

校

舎

内

に

取

り

込

む

工

夫

を

し

、

光

庭

（

中

庭

）

を

1
階

、

2
階

に

設

け

ま

し

た

。

ま

た

、

屋

上

に

太

陽

光

発

電

装

置

を

設

置

し

、

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

配

慮

す

る

と

と

も

に

、

冬

季

に

園

庭

を

照

ら

す

太

陽

光

採

光

装

置

も

設

置

し

ま

し

た

。

利

用

で

き

る

時

間

帯

は

、

平

日

は

夜

間

、

学

校

休

業

日

は

全

時

間

帯

で

す

。

＊

校

庭

・

プ

ー

ル

は

午

後

9
時

ま

で

で

す

。

対

象

区

内

在

住

・

在

勤

・

在

学

の

方

で

構

成

さ

れ

た

10名以
上

の

団

体

。

な

お

、

利

用

前

に

、

※

団

体

登

録

が

必

要

で

す

。

麹

町

幼

稚

園

※

団

体

登

録

は

、

麹

町

（

番

町

）

出

張

所

、

九

段

・

内

神

田

社

会

教

育

会

館

、

神

田

さ

く

ら

館

、

昌

平

童

夢

館

で

随

時

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

表

1
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で

き
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用

料
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2
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＼
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前

10時＼
午

後
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時

ェ胃
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校
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稚

園

に

つ

い

て
教

育

計

画

担

当

課

学

校

施

設

の

一

般

の

利

用

に

つ

い

て

文

化

学

習

ス

ポ

ー

ツ

課

1

校
庭
•
特
別
教
室
な
ど
の
利
用

温

水

プ

ー

ル

の

利

用

使

用

料

一
般
の
利
用
に
つ
い
て
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さまざまな行事に活用される「みんなのへや」 (1階） 気軽に絵本が楽しめる「えほんのへや」 (1階）
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概
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学校活性化支援事業の流れ

校（園）長が実施計画（事業目的・内容 ・

実施方法・予算額など）を策定する。

↓ 
校（園）長から提出された実施計画を教

育委員会事務局が書類審査する。

↓ 
校（園）長のプレゼンテーションを受け、

学校支援委員会（外部委員中心）において

実施計画を評価する。

↓ 
教育委員会事務局が学校支援委員会の

報告に基づき、予算を確定する。

↓ 
学校・幼稚園は、実施計画に沿って行われた

事業の成果について教育委員会に報告する。

平
成
1
5
年
度

学
校
教
育
の
新
規
・
拡
充
事
業

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

学
校
活
性
化
支
援
事
業

「
教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
で
し
か
も
個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
豊
か
な
社
会
の

形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
す
と
と
も
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
絶
え
ず
そ

の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
平
成

15
年
度
教
育
目
標
と
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
千
代
田
区
の
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
継

承
•

発
展
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、
心
身
と
も
に
健
康
で
人
間
性
豊
か
な
区
民
の
育

成
に
向
け
て
、
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
「
千
代
田
区

新
世
紀
構
想
」
に
示
さ
れ
た
基
本
理
念
で
あ

る
「
都
心
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
文
化
と
伝
統

が
患
づ
く
ま
ち
千
代
田
」
の
実
現
を
目
指
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
以
下
に

示
し
た
人
間
像
の
育
成
に
向
け
て
数
育
を
推

進
し
ま
す
。

0
社
会
規
範
を
身
に
付
け
、
社
会
に
貢
献
し

ょ
う
と
す
る
人
周

〇
偕
性
を
磨
き
、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
意
欲

と
創
造
力
を
も
っ
た
人
間

0
豊
か
な
心
を
備
え
、
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
間

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
な
ど

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
の

学
習
環
境
を
整
備
す
る
平
成

15年

度
事
業
の
中
か
ら
、
学
校
活
性
化

支
援
事
業
、
ス
ク
—
ル
サ
ポ
—

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

（
 

（
 

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を
充
実

し
、
誰
も
が
生
涯
を
適
じ
て
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
圏

る
と
と
も
に
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文

化
を
育
て
な
が
ら
、
千
代
田
ら
し
い
新
た
な

文
化
を
創
リ
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、
学
校
及
び
地

域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
果
た
し
、
連
携
し

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
に

立
っ
て
、
千
代
田
区
に
住
み
、
働
き
、
学
び
、

集
う
、
す
べ
て
の
人
々
が
教
育
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

校
（
園
）
長
が
、
経
営
方
針
に
基
づ
き
、
学

校

・
幼
稚
園
の
独
自
性
や
自
主
性
を
高
め
、

創
意
と
活
力
に
満
ち
た
特
色
あ
る
教
育
を
実

施
す
る
た
め
、
裁
量
予
算
を
活
用
し
、
地
域

や
保
護
者

・
子
ど
も
た
ち
の
教
育
ニ
ー
ズ
に

効
果
的
に
対
応
し
ま
す。

さ
ら
に
、
各
学
校

・
幼
稚
園
が
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
外
部
委

貝
の
意
見
を
聞
き
、
区
内
教
育
活
動
の
全
体

的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
校
（
園
）
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
、
学
校

・
幼
稚
園
の
活
性
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」

を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
「
基
本
方
針
」

に
基
つ
き
、
千
代
田
区
の
ぼ
万
人
の
人
々
や

企
業
等
、
す
べ
て
の
人
々
と
連
携

・
協
働
し

て
、
総
合
的
に
教
育
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針
1

人
権
尊
重
の
精
神
と

社
会
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進

す
べ
て
の
大
人
、
子
ど
も
が
人
権
尊
重
の

理
念
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
他
人

を
思
い
や
る
心
や
規
範
意
識
、
社
会
生
活
上

の
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
の
社
会
性
を
は
ぐ
く

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
学
校
教
育
活
動
を

通
し
て
人
権
教
育
及
び
心
の
教
育
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
社
会
性
・
公
共
の
精
神
を

は
ぐ
く
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

2

個
性
と
創
造
力
を
伸
ば
す

教
育
の
推
進

生
涯
を
通
じ
て
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
し
て
、
創
造
的
に
自
己
実
現
を
図

、
り
、
充
実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
基
礎
的
な
学
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
探
究
心
、
発
想
力
や
創
造
力

を
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
伸
ば
し
ま
す

ス
ク
—
ル
サ
ポ
—
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

千
代
田
区
の
小
・
中
学
校
生
が
実
社
会
と

連
携
し
た
体
験
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
己

の
生
き
方
を
考
え
、
ま
た
自
分
の
よ
い
と
こ

ろ
、
優
れ
た
資
質
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
生
き
て
働
く
知
恵
を
身
に
つ
け
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
く
ま
し
い

力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

平
成

15
年
度
は
、
平
成

16
年
度
本
格
実
施

を
前
に
、
小
学
校

3
校
、
中
学
校

2
校
で
試

行
し
ま
す
。
職
場
見
学
、
職
場
模
擬
体
験
、

著
名
人
や
企
業
家
の
講
溜
の
他
、
社
会
人
講

師
と
の
討
論
会
や
国
際
理
解
教
育
、
環
境
教

育
な
ど
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

◇
N
P
O
と
の
連
携

N
P
O
の
実
践
的
な
知
識
や
情
報
を
活
用

し
、
企
業
や
社
会
人
と
学
校
教
育
を
結
び
つ

け
ま
す
。
将
来
の
人
生
設
計
や
職
業
を
決
め

る
『
進
路
学
習
』
や
『
総
合
的
な
学
習
の
時

間
』
の
学
習
内
容
と
し
て
、
年
間
を
通
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

平
成

14
年
度
は
、
訪
問
先
に
つ
い
て
、
地

域
や
保
護
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ほ
か
、

N
P
o
キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ル
ド
（
一
番

町
10
_
2
)
の
ご
協
力
に
よ
り
、
社
会
人
講

師
や
訪
問
先
の
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
の

基
本
方
針

基
本
方
針
3

国
際
理
解
を
深
め
る

教
育
の
推
進

国
際
社
会
に
あ
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
の

教
養
と
誇
り
を
持
ち
、
世
界
の
人
々
と
積
極

的
に
対
話
し
、
世
界
を
舞
台
に
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
国

際
理
解
教
育
を
よ
り

一
層
充
実
し
、
世
界
の

中
の
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ

を
育
て
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情

報
教
育
や
環
境
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針
4

r--—- -- 、建設現場は初めて。規模と音、雰囲気にびっくり

「
生
涯
を
通
じ
た
学
習
」
と

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

人
生

80
年
時
代
と
な
り
、
自
由
時
間
の
増

加
や
教
育
水
準
の
向
上
が
、
価
値
観
の
多
様

化
を
生
み
、
自
己
実
現
へ
の
意
欲
の
高
ま
りかん

と
個
性
を
伸
ば
す
生
涯
学
習
へ
の
需
要
を
喚

桓
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
充
実

し
た
生
活
を
お
く
り
、
自
己
実
現
を
図
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
通
じ
て
、
自

ら
学
び
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

5

区
民
の
教
育
へ
の
参
加
と

学
校
運
営
の
充
実

家
庭

・学

校

・
地
域
の
協
働
を
通
し
て
、

都
心
千
代
田
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
教
育

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
大
学
や
企
業
・

N
P
O
等
と
の
緊
密
な

連
携
・
協
力
の
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
区

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
、
開
か
れ
た
学
校

運
営
を
重
視
し
た
教
育
行
政
を
展
開
し
ま
す
。

九
段
中
学
校
の
取
り
組
み

平
成
14
年
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
九
段

中
学
校
一
年
生
が、

『進
路
学
習
』
と
し
て
、

職
場
訪
商
を
行
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
希
望
を
生
か
し
、
訪
周
先
(

2

2

ヶ
所
）
ご
と
に
2
S
5人
の
班
を
作
リ
、
訪
閤

先
の
業
種
や
業
務
内
容
を
調
べ
、
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
職
場
訪
商
に
先

ふ
じ
さ
わ
か
ず
な
り

立
ち
、
社
会
人
講
師
と
し
て
藤
沢

一
就
氏

（財

に

ほ

ん

き

い

ん

き

し

か

い

団
法
人
日
本
棋
院
棋
士
会
常
務
理
事
）を
お
招

き
し
、
将
来
な
り
た
い
自
分
を
実
現
す
る
た
め

に
、
中
学
生
と
し
て
今
な
す
べ
き
こ
と
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
胴
催
し
ま
し
た
。

職
場
訪
肉
後
、
学
習
成
果
を
ま
と
め
、
発
表

会
を
胴
催
し
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
建
設
業
園
熊
谷
組
を
訪
商

し
、
西
神
田
の
高
層
ビ
ル
建
設
現
場
を
見
学
し

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
た
め

に
、
多
く
の
専
門
家
や
職
人
さ
ん
が
携
わ
っ
て

い
る
事
を
知
リ
、
ま
す
ま
す
建
設
業
に
興
味
を

持
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

l
t
"叫

ぷ
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f代田区立 いずみこども園園歌

栗岩英雄作詩

山本純ノ介作曲

貯lInnn□|口-n」
1.あおぞらひろいよ いずみばし

2．おまつりえ ん に ち ふえたいこ

3.いっしょにあ そ ぽ う ゆりかもめ

H
4
 
以nIJ#口|ロ-n」
ここーはげんきなビルのまち あ

こどーもみこしが わっしよいヒ土！ヽな

うみーのにおいだかんだがわ は

卓

す
べ
て
の
小
中
学
校
に

40
台
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
配
置
し
、

一
人
一
台
を
利
用
で
き
る

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
光
ケ
ー
ブ

ル
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
網
を
使
い
、
高

速
で
大
容
量
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
室
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
学
習
の
道
具
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る

新
た
な
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
「
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
の
使
用

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
は
、
ノ

ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
自
分
の
教
室
や
特
別
教

室
へ
持
っ
て
い
き
、
無
線

L
A
N
を
使
い
学

習
形
態
に
応
じ
た
自
由
な
活
用
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
習
の
中
で
日
常
的
に
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
と
併
用
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
器
を
活
用
し
、

様
々
な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
他
の

学
校
と
の
交
流
な
ど
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

幼
保
一
＿
冗
施
設
「
い
ず
み
こ
ど
も
園
」

（神

田
和
泉
町
一
番
地
）
園
歌

・
園
章
が
制
定
さ

れ
、
2
月
17
日
「
い
ず
み
こ
ど
も
園
園
歌
制

定
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
、

保
護
者
、
区
閑
係
者
ほ
か
、
地
域
の
方
々
や

学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

利
用
で
き
る
機
会
が
飛
躍
的
に
拡
大

I
@
9
-

―覇
し
家
し
た

フ
I
I
J
I
l
ド
バ
ン
ド
ス
ク
I
l
ル

攣i君 吾 1雲 覆・-h|」`ず幻」If-Unn
つ

か

ば

ーまれ

ーよし

ーたけ

ーまれ

ーよし

ーたけ

も一のそのです

も一のそのです

も一のそのです

ど

ど

ど

こ

こ

こ

こ

こ

こ

5

)

知
知

ん
）
ん
）
ん
）

か

か

か

こ

こ

こ

む
5

)

む

え

え

え

れ

し

け

ま

よ

た

つ

か

ば

あ

な

は

（
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二弄ゴ 日＂―

み

み

み

ず

ず

ず

い

い

い

み
ん
な
の

J
ど
も
え
ん

三
、
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぽ
う
ゆ
り
か
も
め

う
み
の
に
お
い
だ
か
ん
だ
が
わ

は
ば
た
け
は
ば
た
け

は
ば
た
け

こ
ど
も
の

そ
の
で
す

い
ず
み

で す

で す

で す

え
ど
っ
こ

か
ん
だ
っ
こ

い
ず
み
で
す

あ

な

は

つ

か

ば

手
な

な

な

ん

ん

ん

み

み

み

の

の

の

み
ん
な
の

そ
の
で
す

い
ず
み

J
ど
も
え
ん

こ
ど
も
の

ヽ
~
ヽ
噂
t

,

"

 

な
か
よ
し

え
ど
っ
こ

か
ん
だ
っ
こ

い
ず
み
で
す

ず

ず

ず

な
か
よ
し
な
か
よ
し

こ
ど
も
み
こ
し
が

乏

ヤ

み

み

み

え
ん
に
ち

ふ
え
た
い
こ

わ
っ
し
ょ
い
し
ょ
い

主
饉
千
代
田
区
敦
青
蜃
員
会
、
財
園
法
人
日
本
科
学
技
緬
甑
貫
財
団

違
携
岡
山
市
教
育
委
員
会
協
カ
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社

2
月
2
5
日
、
昌
平
小
学
校
（
外
神
田

3
|
4

|
7
)
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
味
会
長
ビ
ル

・
ゲ

イ
ツ
氏
が
訪
れ
、
6
年
生
の
「
調
べ
学
習
」

を
見
学
し
た
後
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
昌
平
小
児
童
、
練
成
中
生

徒
約
二
0
0名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
氏
は
、
気
軽
に
使
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
作
る
と
い
う
13
歳
の
頃
の
夢
を
か
な
え

た
こ
と
を
紹
介
し
、
「
科
学
の
発
展
に
は
若
者

の
挑
戦
が
必
要
だ
。
み
ん
な
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
か
ら
得
た
多
く
の
情
報
を
活
用
し
、
夢
に

向
か
っ
て
挑
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」
と

激
励
し
、
ま
た
子
ど
も
の
頃
本
を
た
く
さ
ん

読
ん
だ
こ
と
を
語
り
、
「
読
書
は
大
切
」
「
学

校
を
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

こ
の
講
瀬
の
映
像
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

回
線
を
通
じ
て
、
区
立
小
中
学
校
、
岡
山
市

立
西
小
学
校
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

作
詞
者
、
作
曲
者
な
ど

150
名
が
出
席
し
、
み

ん
な
で
園
歌
を
歌
い
、
園
歌
制
定
を
祝
い
ま

し
た
。

い
ず
み
こ
ど
も
園
園
歌
の
制
定
に
あ
た
っ

て
は
、
P
T
A
の
方
々
が
中
心
と
な
リ
、
保

護
者
の
意
見
や
要
望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
「
子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す
い

歌
詞

・
リ
ズ
ム
」
「
神
田
ら
し
さ
を
盛
り
込

： 
L以」 I」

どもえ

ども え

どもえ

み
ん
な
の

そ
の
で
す

い
ず
み

J
ど
も
え
ん

あ
つ
ま
れ

か
ん
だ
っ
こ

い
ず
み
で
す

ん

ん

ん

あ
つ
ま
れ
あ
つ
ま
れ

む
」
な
ど
園
歌
の
全
体
像
が
決
ま
リ
ま
し
た
。

作
詞
と
作
曲
に
つ
い
て
は
、
作
詞
は
、
元
佐

久
間
幼
稚
園
長
で
あ
リ
、
佐
久
周
幼
稚
園
、

く
リ
い
わ
ひ
で
お

和
泉
幼
稚
園
の
園
歌
を
作
詞
し
た
栗
岩
英
雄

氏
（赦
育
委
員
長
）、
作
曲
は
和
泉
幼
稚
園
の
園

や

ま

も

と

な

お

ず

み

歌
を
作
曲
し
た
故
山
本
直
純
氏
の
ご
令
息
、

山
本
純
ノ
介
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。

園
章
は
、
芽
を
ふ
い
た
ば
か
り
の
新
芽
を

一
、
あ
お
ぞ
ら

こ
こ
はこ

ど
も
の

二
、
お
ま
つ
り

え
ど
っ
こ

げ
ん
き
な

ひ
ろ
い
よ

い
ず
み
ば
し

ビ
ル
の
ま
ち

⑥逗廻／函c＼英ゾ◎⑥＼英ゾ◎⑥＼焚ゾ◎c＼淡輝⑥＼英ゾ◎⑥＼奨ゾ◎c＼英ソ◎⑥＼禁ゾ◎⑥＼焚ゾ◎6 66

「（歌詞の）えど っこかんだ っこが好き」「すぐ覚えたよ」

園歌は子どもたちのお気に入りの 1曲になりました。

・ ンク色

緑色

千
代
田
・
四
番
町
図
書
館
、
昌
平
・
神
田

ま
ち
か
ど
図
書
館
、
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド

プ
ラ
ザ
図
書
室
、

M
I
w
（
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
）
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
、
図
書
館
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
機
器
入
替
作
業
の
た
め
、

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
（
左
表
の
と
お
り
）

こ
の
間
、
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

館
内
閲
覧
の
み

（
午
前
9
時

1
午
後
5
時
）

3
階
閲
屁
室
の
み
開
館

（午
前
9
時
＼
午
後
5
時）

モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
リ
、
ふ
た
葉
は
、

幼
稚
園
、
い
ず
み
保
育
園
が
重
な
り
合
っ
て
、

い
ず
み
こ
ど
も
園
が
出
来
た
こ
と
、
上
部
の

小
さ
な
円
は
、
園
児
を
象
徴
し
、子
ど
も
た
ち

が
無
限
の
可
能
性
に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

和
泉

全
面
休
館

こロ
3月 4 月

30 31 ~ 8 9 10 11 12 13 

（日）（月） （火）（水）（木）（金） （土）（日）

千代田図翡館

四番町図 書 館

昌平まちかど図書館

神田まちかど図書館

ちよだバークサイドブラザ
区民図 書 館

MIW（男女共同参画
センター ）ライプラリ

囮番町歴史民族資科館 3/30（日）～4/8（火）まで一部休館。なお、 4/9（水）

1 階展 示室 ~12（土）の閲党は、午前9時～午後5時になります。

※ 一部開館中は蔵書検索等のサービスは休止 します。

図書等の返却はブックポストをご利用 ください。

図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

7
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一
年
三
六
五
日
の
内
、
学
校
で

子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
日
は

二
0

0
日
（
三
年
生
以
下
は
卒
業
式
に

出
席
し
な
い
た
め

一
九
九
日
）
で

す
。
一

単
位
時
間
が
四
五
分
で
午
前

中
の
正
味
二
0
分
と
午
後
の
――1
0
分
が
休
み

時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
の
休
み
時
間
、
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
姿
を

見
る
の
が
楽
し
く
、
つ
い
つ
い
休
み
時
間
の

ほ
と
ん
ど
を
校
庭
で
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
休
み
時
間
に
電
話
の
呼
び
出

し
や
緊
急
の
打
ち
合
わ
せ
が
入
る
と
、
楽
し

み
が
奪
わ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
盛
ん
な
遊
び
は
、
「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
と
「
ガ
ン
バ
コ
」
で
す
。

こ
の
二
つ
の
遊
び
は
、
場
所
を
取
る
こ
と
も

あ
り
目
に
つ
く
遊
び
で
す
。
そ
の
他
、
ど
ろ

け
い
、
大
縄
、
柔
ら
か
い
キ
ャ
ン
デ
ー
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
野
球
、
固
定
遊
具
を
使
っ
た
鉄

棒
、
う
ん
て
い
、
登
り
棒
な
ど
、
多
種
多
様

な
遊
び
を
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

寒
い
季
節
の
遊
び
と
し
て
は
縄
跳
び
が
あ

こ
う

ち

り
ま
す
。
縄
跳
び
は
巧
緻
性
と
難
度
が
よ
く

分
か
り
、
努
力
の
結
果
が
分
か
り
や
す
く
、

誰
も
が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
遊
び
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た

技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
誰
か
に
知
ら

’ 

（
 

、ヽ
ー

せ
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
「
校
長
先
生
見
て
て
」
コ
ー
ル

が
始
ま
り
ま
す
。

一
年
生
の
頃
に
は
、
両
足

跳
び
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
あ

や
跳
び
、
バ
ッ
ク
の
あ
や
跳
び
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
「
両
足
跳
び
で
千
回
以
上
も
跳

べ
た
よ
。
」
な
ど
と
話
し
か
け
て
も
き
ま
す
。

二
重
跳
び
が
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
急

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

そ
う
し
た
と
き
の
子
ど
も
の
表
情
は
、
本

当
に
う
れ
し
そ
う
で
す
。
特
に
、
低
学
年
の

子
ど
も
で
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

で
き
た
と
き
の
表
情
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど

で
す
。
折
々
に
「
す
ご
い
ね
。
」
「
よ
く
で
き

な
み
お
か
て
る
お

千
代
田
区
立
小
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

た
ね
。」
と
、
拍
手
を
し
て
喜
び
ま
す
。
子
ど

も
は
笑
顔
で
う
れ
し
さ
を
体

一
杯
に
表
現
し

ま
す
。
そ
う
し
た
喜
び
の
表
情
は
、
何
時
の

時
代
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。寒

い
時
期
は
、
長
距
離
走
に
励
む
子
ど
も

も
出
て
き
ま
す
。
「四―

-、

一
九
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
走
り
き
ろ
う
」
と
い
う
、
目
標
を

も
っ
て
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
す
。

目
標
を
も
つ
こ
と
で
、
「
や
る
気
」
が
出
て
き

ま
す
。
校
庭
を
毎
日

一
0
周‘

―
1
0
周
と
走

り
続
け
ま
す
。

子
ど
も
の
遊
ぶ
姿
を
通
し
て
、
「
遊
び
に

よ
っ
て
育
つ
子
ど
も
」
を
実
感
し
ま
す
。

子
ど
も
は
本
来
、
「
よ
り
よ
く
生
き
た
い
、

よ
く
学
び
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
学
ぶ
た
め
に
は
、
よ
く
遊
ぶ
こ
と
が

必
要
で
す
。
昔
か
ら
「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊

べ
」
と
か
、
「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
の
意
味
を
か
み
し
め
、
自
分
が
子
ど

も
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
今
を
生

き
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
み
こ
ど
も
園
園
歌
制
定
を
祝
う
会
で
園

歌
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
子
ど
も

た
ち
は

一
所
懸
命
歌
の
練
習
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
堂
々
と
大
き
な
声
で
歌

う
姿
と
、
園
歌
を
作
詞
し
た
栗
岩
先
生
が
、
目

を
細
め
て
聞
き
入
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

構
想
か
ら
6
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
麹

町
小
学
校
・
幼
稚
園
の
新
校
舎
で
は
、
移
転
と

新
学
期
に
向
け
て
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

麹
町
小
学
校
の
校
歌
は
「
ガ
ラ
ス
の
森
に
う

た
ご
え
ひ
び
く
」
で
始
ま
り
ま
す
。
ま
も
な
く

春
、
麹
町
―

一丁
H
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歌

声
が
帰
っ
て
き
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
次
号
か

け
は
し
5
9
号
は
5
月
下
旬
発
行
予
定
で
す

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
五
十
八
号

平
成
十
五
年
三
月
十
―
二
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
負
会

雷
蜘
千
代
田
区
九
段
南
1
1
6
1
1
1

6
(
3
2
6
4
)
2
1
1
1
内
線
3
1
1
5

編

集

後

記
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